
 

議案第１６号 

 

市川市下水道条例の一部改正について 

 

市川市下水道条例の一部を改正する条例を次のように定める。 

令和４年９月２日提出 

市川市長  田 中  甲 

 

 

 

市川市条例第  号 

市川市下水道条例の一部を改正する条例 

市川市下水道条例（昭和４７年条例第１８号）の一部を次のように改正する。 

別表中「９００円」を「９２５円」に、「１,８００円」を「１,９００円」に、

「１４３円」を「１４７円」に、「１６３円」を「１６７円」に、「１８８円」

を「１９８円」に、「２２７円」を「２３９円」に、「２７４円」を「２８９円」

に、「３１８円」を「３３５円」に、「３６３円」を「３８３円」に、「４１０円」

を「４３２円」に改める。 

附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、令和５年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ 改正後の別表の規定は、令和５年４月１日（以下「施行日」という。）以後

の使用に係る下水道使用料について適用し、施行日前の使用に係る下水道使

用料については、なお従前の例による。 

３ 前項の規定にかかわらず、施行日前から継続して公共下水道（市川市下水

道条例第３条第２号に規定する公共下水道をいう。）を使用する場合における

施行日以後最初に算定する汚水（同条例第４条第１号に規定する一般汚水に



 

限る。）の量に基づく下水道使用料に係る同条例第１６条の規定の適用につい

ては、同条第１項中「別表に定めるところにより算出した額」とあるのは「市

川市下水道条例の一部を改正する条例（令和４年条例第  号。以下「令和

４年改正条例」という。）による改正前の市川市下水道条例別表に定めるとこ

ろにより算出した額を市長が別に定める月の期間（以下「算定期間」という。）

で除して得た額に、算定期間の初日から令和５年３月３１日までの間の日数

を乗じて得た額（その額に１円未満の端数が生じたときは、これを切り捨て

た額）及び令和４年改正条例による改正後の市川市下水道条例別表に定める

ところにより算出した額を算定期間で除して得た額に、令和５年４月１日か

ら算定期間の末日までの間の日数を乗じて得た額（その額に１円未満の端数

が生じたときは、これを切り捨てた額）を合算した額（第３項において「合

算額」という。）」と、同条第３項中「別表の規定により算出した額」とある

のは「算出した合算額」と、「第１項に規定する別表に定めるところにより算

出した額」とあるのは「これらの者における合算額」と、「同項」とあるのは

「令和４年改正条例附則第３項の規定により読み替えて適用する第１項」と、

同条第４項中「市長が定める月の期間」とあるのは「算定期間」と、同条第

５項中「第１項」とあるのは「令和４年改正条例附則第３項の規定により読

み替えて適用する第１項」と、「前各項」とあるのは「前各項（令和４年改正

条例附則第３項の規定により読み替えて適用する場合を含む。次項において

同じ。）」とする。 

  



 

理  由 

 

  下水道事業の安定的かつ持続的な経営を図るため、下水道使用料の額を見

直す必要がある。 

  これが、この条例案を提出する理由である。 

 


